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 要 旨   
背景と目的： 
この研究の目的は、2 つの低酸素誘導因子 1 alpha (HIF-1alpha) 遺伝子多型、C1772T、

G1790A と肝細胞癌感受性および臨床病理所見との関連を検討することである。 
方法：347 名の健常コントロールと 102 名の肝細胞癌患者を含む、449 名の登録者におい

て、これら 2 つの遺伝子多型が PCR-RFLP 分析により解析され、肝細胞癌への影響が検討

された。 
結果： 

G1790A ヘテロ多型は、他の交絡因子を調整した後も GG 遺伝子型と比べ、高い肝細胞

癌のリスクを示した（調整オッズ比 = 3.97; 95 %信頼区間 = 1.70-9.22)。これは肝細胞癌

と G1790A 多型との重要な関係を示すものである。さらに、HIF 1alpha G1790A の遺伝

子多型は、タバコおよびアルコールなどの環境リスク要因との肝細胞癌リスクに対する相

乗効果を示した。一方、HIF 1alpha 遺伝子多型と肝細胞癌の臨床病理パラメーター間に有

意な関連は認められなかった。 
結論： 

HIF-1alpha 遺伝的多型 G1790A は肝細胞癌感受性を決定する重要な要因である。

G1790A ヘテロ多型とタバコ・アルコール摂取量との交互作用効果により、肝細胞癌リス

クは大幅に上昇した。 

 




